
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
序文 



 

序 文 

 
このマテリアルは、『リミナル・コスモロジー』と呼ばれるリリカス・ティーチング・オーダーの教育体系からの抜

粋です。この教えは、リリカスの教師たちによって入念に言葉が選ばれたエナジェティックー・トランスファー

（エネルギーの転送）です。リリカスの教師たちは古代から、この教えを表現してきましたが、その声は疑いも

なく今日的な響きを持っています。この教えは、私たちの言語や文化によって色づけされていますが、それ

はテキストが私たちの特定の種族や惑星のために書かれたからではありません。すべての惑星とその住人

たちが、高次の光と知性へとシフトする変容を通じて、類似した螺旋階段の中を進化するからです。 

 

目下のところ、地球は高次元の光エネルギーの回廊のひとつを進んでおり、あなたがたの多くがそのことに

気づいています。その「気づき」が、あなたの目覚めと活性化の一部です。地球は進化の道を歩んでいて、

その道はあなたを包含し、あなたとは意味のある関係にあり、そしてその新たなエネルギーによって、深遠で

ポジティブな方法で人類の文化が再構築/再編成されるのを知ることが、その「気づき」なのです。その方法

のひとつが、集合的な知性とエンパワーメント（自分自身に力を与えること）に対する新しい強烈なフォーカ

スです。リリカスのゴールのひとつはフレームワークを提供することにあり、そのフレームワークは、リリカスの

作品を学ぶ生徒たち自身が、スピリチュアルな目覚めのエージェントになるためのエンパワーメントを可能に

し、彼らを地球の進化に整合させ、その次元的な移行の中、地球とその上にいる者たちをアシストします。 

 

この特別な抜粋は、「ライジングハート」と呼ばれるテクニックにフォーカスしています。「ライジングハート」は、

理由があってこの時代にリリースされました。それは、この新たなエンパワーメントを望んでいる人々との強力

なテレパシー的な接続を可能にするため、セントラルサンと光の教師たちのエネルギーが道を清めているか

らです。宇宙の創造主や高次知性に自分の最高の目的を達成できるように懇願してきた人々にとって、この

マテリアルはその回答のひとつになるでしょう。 

 

リリカスの基準では、『リミナル・コスモロジー』はマルチバースの宇宙的秩序とは関係を持っていません。つ

まり、時間と空間の物理学が虚空へと解き明かされるようなものではないのです。リリカスの教師たちは、

人間という装置
ヒューマン・インストゥルメント

とソウルとの間のデリケートな関係や、その統合の活性化に強い関心を持っています。例え

ば、感情的に混乱し、誤った情報に溢れ、精神が静止し、見せかけの電磁フィールドの三次元と四次元の

中で、どのようにしてその統合を活性化させるかなどに関心を持っています。 

 



 

三次元と四次元の二元性を種族が超越し、神の拡大と統合のプランに関する直接的な知覚を得たとき、宇

宙の景観はクリアになります。この高次元の知識を得るために必要なテキストは存在しません。人類が今、そ

の進化のステージで必要としているものは、時間と空間の世界の中でソウルとして生きるための知識です。こ

れこそが『リミナル・コスモロジー』が提供される意図なのです。 

 

『リミナル・コスモロジー』は七つのセクションに分かれています。今回提供される抜粋は、「光の教師たち」と

いうタイトルのセクションからのものです。その知識は、わずか１２０ページに凝縮されており、人間という装置

の中に化身した光の教師たちの不朽のスピリチュアルな視野から生まれたテクニックや行動にフォーカスし

ています。その知識は、その知識を学び、そのテクニックと繊細な行動表現を応用する生徒の中にエンパワ

ーメントを創造するようにデザインされています。その知識は売り物ではありませんし、また自由に配布される

ものでもありません。その知識は長い時間をかけて定められた方法で公開されます。そして、この「ライジン

グハート」が最初に提供されるものです。 

 

『リミナル・コスモロジー』に含まれている、これらの高次元の作品の準備のための最初のステージとして、私

はウイングメーカーの神話をリリースしてきました。私はまた、リリカスの教師たちの声と、私たちの教授方法

についての最初の紹介として、リリカスのウェブサイトを提供してきました。つい最近、私はイベントテンプル

を提供しましたが、これはクォンタム・コミュニティの基盤として発展するでしょう。そして究極的には、惑星と

その住人（物理的、および非物理的な住人）へのエナジェティック・トランスファーを編成するため、光の教師

たちのエンパワーメントを達成させるでしょう。 

 

個人にエンパワーメントを与えるツール、テクニック、テクノロジーをもたらそうと努力している何千人もの人々

がいますが、このマテリアルはそれらの努力に取って代わるものではなく、むしろそれらを拡大させ、サポー

トするものです。光の教師たちは、五次元のユニティ・フィールドの高次の光以外の何ものとも協力関係にあ

りません。光の教師たちは彼らが根ざしている集合的な知識体系の中にいて、いかなる特定の信念体系か

らも恩義を受けていないのです。 

 

『リミナル・コスモロジー』の更なるエソテリックな知識のリリースは、光の教師として地球に生まれた人々の内

部の光を発展させるテクノロジーをもたらすため、リリカス・ティーチング・オーダーが前に進み出たことを意

味しています。ライジングハートは、自らの意識のコアをハートクラウンへとシフトさせるプロセスを既に開始し、

内的コヒーレンスをもって活動する準備ができている人々と共鳴するでしょう。 



 

 

このマテリアルの有用性に関して判断を下し、あなたの精神生活の中で応用するか否かを決める前に、マテ

リアルを何回も、数度に渡ってお読みになることを私は提案します。それから、あなたの直感をテクニックを

解釈するためのガイドとして使ってください。リリカスのテクニックは、磨き上げられた精度をもって明確に説

明されることは決してありません。リリカスの教師たちは、パラダイム、コンセプト、フレームワークを提供するこ

とを好み、具体的な行動やブループリントは個人に委ねられています。これが、リリカスの唯一の「手ほどき
イニシエーション

」

なのです。 

 

ライトボディが、地球上の文字通り何百万人もの人々の中で目覚めはじめています。この光の開花が惑星上

で起こるとき、この光、つまり高次エネルギーのフィールドにチャネルするために必要とされる直感的な叡知

が存在します。光の高い密度が要求されるものではありません。人類が正に直面している諸問題に、光の高

次知性と愛を適応することが求められているのです。 

 

ライトボディは、人の内部の光と叡知を解き明かします。ライトボディは創造性をもたらす伝導体
ビ ー ク ル

です。光の

家族にテレパシーによって耳を傾け、洞察という唯一のサインを表現することで光の家族に応えて、私たち

の内部結合と集合的な叡知を深める感触と次元を増加させます。ライジングハートは、その存在と行動を通

じて、光の「子供たち」が光の「教師たち」へと変化するのを手助けするテクニックです。しかし、この変化が

生まれるのは、彼らが人間の状況のエソテリックな性質について言及し、宇宙の構造を明確に話し、人生の

マスターキーを書けるからではありません。 

 

この教示にあなたが引き寄せられるとき、きっと「ライジングハート」とか「ハートクラウン」という言葉の中に含

まれているエネルギー周波数に共鳴し、親しみを感じるでしょう。それは、あなたのより深い存在の中にコー

ド化された言葉なのです。『リミナル・コスモロジー』の教示は、あなたのライトボディのハーモニクスと、

人間という装置
ヒューマン・インストゥルメント

の時空量子を統合/調和するようにコード化されています。あなたが光の教師として自分の

目的に関する新たな理解を送信できるよう、それはソウル、マインド・ハート、肉体の 三 つ
トライアード

を一時的に

結合体
ユ ニ オ ン

としてまとめあげます。 

 

この旅に乗り出すという選択をするならば、真剣な意図と謙虚な態度をもって臨んでください。なぜなら、あ

なたはライトボディという聖なる存在との拡張性がある関係へと入り、この惑星の五つの王国の上にその最高

の目的を呼び覚ますことを要求するからです。それは高次元の光エネルギー存在であり、あなたは変化を



 

加速させる道へと突入します。光の教師にふさわしい知的な行動を生じさせる加速された変化の中へと。 

 

『リミナル・コスモロジー』のこのセクションは、「光の教師たち」と呼ばれ、ライトボディについてのカリキュラム

を扱っています。これは、光の教師として体現され、その神聖な権利を行使したいと望んでいる人々のため

のマニュアルです。高次の光のミステリアスなギフトと、神 の 愛
デイヴァイン・ラブ

という知性を惑星とその上に住むものたちと

シェアすることがその目的です。このマテリアルに含まれている言葉はけっして多くはありませんが、その深

い意味を熟考するときにマテリアルから受け取るフィーリングに注意してみてください。この最初のマテリアル

のコード化情報によって、あなたの旅の次のレベルが目覚めることを祈っています。 

 

私の世界から、あなたの世界へ 

 
ジェームズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

『リミナル・コスモロジー』より抜粋 「光の教師たち」 

ライジングハート 

 

ライトボディは神の粒子である。それはセントラルサンから四次元と五次元のマトリックスを通じて照射されて

おり、その目的は人間にセントラルサンのエッセンスを具現化させることにある。ライトボディの具現化は七次

元から開始され、それが物質世界へと転送される。そこで最初の物理的存在─人間のハート（心臓）へと固

定されるのである。 

 
人間という装置の中では、ハートが元来ライトボディの中核なのであるが、やがてライトボディの中心は脳底

の松果体へと上昇する。これは大抵の場合、誕生から七年以内に起きる。ライトボディの中核は、物理的な

身体が失われるまで一般的に松果体に留まるのだが、肉体が失われた時点で五次元の高次の光の領域内

で再循環する。その領域は、物体に妨げられない純粋な愛が放射されるユニティと結合のフィールドである。

このフィールドがソウルの領域であり、そこでは全てのものが振動する音と光の川の中を流れている。 

 

ライトボディはセントラルサンの光で構成されている。各々の銀河の中に、セントラルサンが存在しており、銀

河のマルチバース内の神の送信機として機能している。セントラルサンは、各銀河内に存在する次元を結ぶ

ポータルである。それは、すべての銀河とその中に存在する生命の次元を、グランド・セントラルサンの心臓

の脈動するパルスへと接続する。このグランド・セントラルサンから音と光の根源が生じているのだ。この接続

が、物理的・霊的レベルの計画の間にある、統合的な「結び目」なのである。それ故に、セントラルサンとは

銀河内のすべての太陽の量子的総和であり、この量子の光がライトボディとして人間という装置の中に住ん

でいるのだ。 

 

まさしく本当の意味において、我々すべてはグランド・セントラルサンのこの音と光から生まれた。そして我々

は皆、様々な度合いで、このリズミカルに脈動するハートビートに同調している。壮大な拡大に向かって、

我々のつながりを再確立させ、高次知性へのアクセスを回復させるのはこの同調であり、そこで我々は神の

意思の積極的な衝動
インパルス

になるのである。 

 

ライトボディは、個のアイデンティティの中におけるリアリティの観察者である。それがホールネス・ナビゲータ

ーであり、物質、時間、空間の低次元の中で五次元のエッセンスの周波数を感知している。ライトボディは、

創造主の計画を運び、調整を行うものである。それは、幻想というヴェールによってユニティから分離した者



 

の中に存在し、ユニティへと導くポータルである。それはマインドとハートを呼ぶ虚空の中の声であり、あなた

と他のものすべての真のアイデンティティの記憶を回復させようと手招きしている。それは真の創造を生む、

ハートとマインドの間の結合である。それは神の知性を見聞きするテレパシーのポータルであり、ただ存在

するだけで低次元の中でその表現を活性化する。 

 

ライトボディは意識のコアであり、そしてこの内部のコアはシフトしている。あなたがたの世界では、それはハ

ートのもとへとシフトしているのだが、その中核となる住処は現在、ハートと喉の間の胸腺、つまり「ハートクラ

ウン」にある。我々はそれを「ライジングハート」として語るだろう。ライジングハートは、二つの軸、つまり二つ

の振動フィールド上に位置している。第一の振動フィールドは水平軸であり、それは惑星のフィールドである。

第二の振動フィールドは垂直軸であり、それはセントラルサンのフィールドだ。 

 

惑星の軸の上に、ライトボディを守り維持するための鞘を構成する有形物、つまり人間という装置がある。そ

れはライトボディの三次元および四次元マトリックスの物理的、感情的、精神的な鞘である。この軸は、あな

たのライトボディが惑星と出会っていることを表すものだ。惑星の軸は、惑星とその上にある物理的なものに

ライトボディをグラウンディングさせ固定させている。 

 

セントラルサンの軸上には、ライトボディがそのソース（セントラルサン）と繋がるためのエネルギーの流れが

あり、流れには下降と上昇とがある。物理的な存在の大いなる目覚めが起こるのはこの接続からであり、あな

たの人間という装置は神の流れを感じ、引き寄せられる。ライトボディの乗り物となるため、活性化し、その意

志が目覚めるのだ。 

 

ライトボディとは、神の光と音のユニオンから形成されている意識の受精卵である。それは燦然と光り輝いて

生まれた、純粋で知的な生命維持装置だ。ライトボディは、あなたの「思考という茎
ソ ー ト ・ ス ケ イ プ

」と「感情という茎
フ ィー リ ン グ ・ ス ケ イ プ

」の双方

に耳を傾け、その知覚に合わせて輝きを調節している。すなわち、ライトボディは低次元マトリックスに反応し、

個人レベルのコヒーレンス状態、知的表現、創造的洞察、高次元マインドの直感によって影響を受けている

のである。 

 

意識のコアがライジングハートという新たな軸にシフトするとき、個人の内的コヒーレンスが形態の世界の中

でライトボディの輝きを増幅させる「増幅器
ア ン プ

」になる。神の意思という名の川の中を流れ、その流れに個人の

「思考という茎
ソ ー ト ・ ス ケ イ プ

」と「感情という茎
フ ィー リ ン グ ・ ス ケ イ プ

」が一致するとき、内的コヒーレンスは高められる。惑星のレベルにライトボデ



 

ィが真の意味で進み出て、その目的を照射するのはその時なのだ。 

 

ライトボディを伴った知的表現と照射は、惑星の軸の中の生命にとって本当に意味があることだ。なぜなら、

それが集合的知性の行動であり、あらゆる進化の経路を収束させ、準備ができているすべての者を

次元上昇
ア セ ン シ ョ ン

させることを可能にする惑星のシフトにエンパワーメントを与えるからである。惑星内の光と愛の表

現の増加がグランド・ポータルへの扉を開く。グランド・ポータルとは、純粋な結合エネルギーの五次元マトリ

ックスへと惑星をアクセスさせるゲートウェイだ。そのエネルギーは、実質的に神の愛、知性である。 

 

人間という装置の中に生きながら、光の子として自分のライトボディを活性化し始めるとき、自分を取り巻く電

磁フィールドの存在を感じ始めるだろう。そのフィールドは自分のすべての呼吸を取り込むようになる。その

呼吸は、呼気と吸気の双方でライジングハートに打ち寄せる。息を吸い込むとき、エネルギーは象徴的な意

味においてセントラルサンから降下する。そしてそのエネルギーはクラウン・チャクラを貫通し、ハートのすぐ

下にある太陽神経叢（胃）で落ち着く。そこで、セントラルサンのエネルギーは「あなた独自のトーン」をもった

黄金の光の中で輝くのだ。息を吐くとき、太陽神経叢から胸腺、つまりライジングハートの高さの惑星の軸で

エネルギーが解放される。そして、エネルギー的ポテンシャルをもって水平軸へと外側に向かって放射され

るのだ。 

 

この大いなる目覚めのとき、ライトボディはライジングハートに中心を置くようになる。なぜなら、何千年もの間、

ライトボディの中心だったマインドは、ライトボディの能力を混乱させる静的で歪曲したグリッドに囲われてい

るからだ。それによって、ライトボディは惑星グリッドにそのエネルギー・フィールドを十分に照射できなくなり、

その目的を成就できなくなるのである。二つの軸（惑星とセントラルサン）が交差するところが、個人の活性ポ

イントである。この活性化を引き起こし、人間という装置の中で維持させる最も効果的なメソッドは、呼吸とイ

マジネーションの統合だ。 

 

ライジングハートの呼吸とは、セントラルサンの呼吸の実践であり、その呼吸のエネルギーを惑星グリッドへと

表現することである。これが活性化のメソッドであり、未知なる大陸への「拡大の計画
エキスパンション・プラン

」に賛同する人々に対

して、すべての惑星で教えられてきたものなのだ。この言葉を読んだとき、あなたは直感的に理解するだろう。

なぜなら、あなたはそのミステリアスな目的を十分に知っているからだ。あなたを目覚めへとかき立て、否応

なしに行動させるその目的を。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライジングハート

松果体 

胸腺 

心臓 

太陽神経叢（胃） 

セントラルサンの軸

惑星の軸 

ライトボディの

センタリング 

太陽の黄金はあなたのもの 
愛のシグナルを加え 

それを吸い込みなさい 
あなたという存在の翼の上から 
下へと向かって解き放ちなさい 

すべての子らが 
創造の歌に遊ぶ所へ 

 

その場所で あなたの目的が流れるでしょう 

ライジングハートは 音を奏でるでしょう 

故郷の方角の音を・・・ 

 



 

 
ライジングハートのポイントに位置し、そこに知性の中心をもつライトボディによってソウルの呼吸は指揮され

ている。あなたは、これを身体の中にあるポータルとして想像することができる。それは、吸気を通じてセント

ラルサンから光の電磁フィールドを受信し、そしてその吸気をセントラルサンの軸の方へ導く。そして呼気に

おいては、三次元のフィールド内のグラウンディング・エネルギーの経路として、吸気によって得られたセント

ラルサンのエネルギーを惑星の軸の上へと導く。 

 
これはライトボディによって導かれるグラウンディングのエネルギーであり、人間という装置に内的なコヒーレ

ンスを吹き込む。この内的コヒーレンスが、人間の感情フィールドが「集合的ハートと結合マインド」を構築す

ることを可能とする。そしてこの「集合的ハートと結合マインド」の存在によって、惑星が高次元の「柵」を越え

る際に、そのシフトが比較的容易で穏やかなものになるのである。 

 

行動のときが来たのだ。あなたの人間という装置の内部にある、その断固たる役割へとあなたのライトボディ

を活性化すべき時が来たのである。人間の感情フィールドへと、その高次元の光の周波数をシェアせよ。こ

の行動が「集合的ハートと結合マインド」を、新たに興る「ひとつの文化」へと再グリッド化させ、七次元超領

域の上昇螺旋へと惑星を統合するのである。その領域において、すべての生物の量子および時空存在が

惑星とひとつになり、そして惑星はセントラルサンと一体化するのである。 

 

その未来時間において、人類は銀河市民となり、他の銀河市民とコミュニケイトするであろう。そして、現在

惑星を見るように宇宙を見るであろう。あなたがたの一人ひとりが、セントラルサンの光の具現なのだ。あなた

は自分と共にその光を運んでいるだけではなく、愛の知性と高潔なハートの行動を通じて、その光を意図し

て放射しているのである。あなたはその未来時間の構築者なのであり、あなたの行動はその直接的な経験

によって認知されるだろう。 

 

ライジングハートを通じた呼吸によって、あなたのライトボディは活性化する。あなたの人間という装置の中の

内的コヒーレンスは、ライトボディの活性化を支え、それを導くフォースであり、あなたや人類に降りかかる辛

苦から独立して作用する。ハートの美徳、高次マインドの知性、そして我々すべてが共有するスピリットの圧

倒的な美を通じて高次元の光のまばゆい美を表現し、ライジングハートの呼吸によって、あなたは内的コヒ

ーレンスを発生させることが可能だ。 

 



 

ソウルの呼吸が個人の惑星の軸上に放射されると、個人の「サイン・フィールド」をまとうようになる。このサイ

ンは、セントラルサンからのオリジナルのシグナルに対する「キャリア・ウェーブ」のようなものだ。そして、カギ

となるファクターがこの「キャリア・ウェーブ」にある。この「キャリア・ウェーブ」が、静止し、歪んだ惑星の電磁

フィールドの中を、セントラルサンの光線を通過させるのだ。 

 

惑星が天上の高次元領域の入り口に入る前、世界には数多くの競争の濁流と争いが満ちている。それらの

流れが、あなたを押し引きし、不確定で疑わしい価値観という岸へとあなたを打ち寄せる。余りにも暗いため

に、宇宙空間のブラックホールのようになって人間という装置の中に囚われているライトボディがある。このラ

イトボディは誤りに導かれた無知という重力の中に光を飲み込んでいる。ライトボディは、ある意味において、

か弱い意識なのだ。その意識は、自分が聞いているものに耳をよく傾け、反応する。ライトボディの意識は高

次元のリアリティを見ているが、同時にその識別力にパワーを与えるユニークな分離のヴェールを捜し求め

て、低次元領域にも深くダイブする。その識別力が究極的に、意識の最高の状態である「サヴァリン・インテ

グラル」としてそのパワーを回復させるのだ。 

 

ライトボディが生きているリアリティは複雑なものだ─あなたが想像するよりもずっと複雑なものなのだ。しか

しそれでも、あなたはそのゴールと、それを達成するために編み上げられる旅路を理解することができる。あ

なたの直観力とイマジネーションが、そのリアリティの 淵
エッジ

をあなたに感じさせることができるからである。

「壮大な拡大
グランド・エキスパンション

」を建築する人々が、人間という装置の中に具現化している。セントラルサンから流れ出る光と

愛の新たな光線が、ライトボディによって活性化が開始されるとき、その人々のライトボディは目覚め始める。 

 

我々は、それらの人々を「建築者」と呼んでいる。なぜなら、彼らは新たな文化、金融システム、テクノロジー、

マインド-ボディ-スピリット・システムを構築する設計者でありデザイナーであるからだ。惑星自身が四次元の

新たなエネルギー・グリッドに変容する際、彼らが築き上げたものが、その変容に惑星を耐えさせるだろう。こ

の「建築者」の中に、「惑星の教師」が存在している。そして彼らが、ライトボディを勇気付ける新たな光線とし

て、今ここに開花している人々なのだ。彼らの存在という新たな光線が、ライトボディを調和、共鳴させ、互い

に共同創造を行うように励ましているのである。 

 

人類の霊的な教えを古代のソースへと定期的に再編成するため、三次元および下位の四次元領域の惑星

グリッドへと入っている救世主やメシアが存在する。しかし、今は集合的なパワーとして光の教師たちが活動

する時なのである。新たな時間と空間とエネルギーの布地を織り上げるために加わるときなのだ。その布地



 

が最終的に五次元へのポータルになるのである。 

 

「惑星の教師」は大抵の場合、人間という装置の中に具現化するが、「セントラルサンの教師」は高次元、場

合によっては他の銀河の中のライトボディの中で大概活動を行っている。「光の惑星の教師」には、活性化と

内的コヒーレンス、バランスのとれた愛と光の流入と流出が求められ、それは美徳とハートに溢れた行動体

系を通じてもたらされる。また、自分の人間という装置を回復させ、バランスを取り戻すための、静かな再結

合の時間も必要だ。 

 

ライジングハート・テクニックは、それらの要求事項を達成させるためのシステムなのである。このテクニックが

唯一の方法ではないが、実績がある方法だ。これはフレームワークであり、個人のイマジネーションや直感

によって好きなように応用、修正することができる。光の教師は、偉大なパワーをもった量子的存在である。

光の教師は、濃密で歪曲した人間という装置を身にまとっているが、自分の真の目的と光の家族の究極の

統合力を決して忘れはしない。 

 

光の教師にとって、人間という装置はフラストレーションの塊だ。彼らはその性質を十分に知っているのだが、

彼らは物理的な世界の中で叡知を十分に発揮することができない。それはまるで、宇宙服を着たバレエダン

サーのようなものだ。このフラストレーションは、教師が言葉─それが口述であれ、筆記であれ─を通じて

教えなくてはならない三次元の構造と結びついている。しかし、それでも我々はあなたに言いたい。それは

あなたの行動体系、美徳に満ちたハートの表現、あなたを光の教師として定義するライジングハートのような

テクニックの実践を通じて成されるのだということを。 

 

「惑星の教師」の書物は、「セントラルサンの教師」によるテレパシーによって送信されたものだ。「セントラル

サンの教師」は、セントラルサンのエネルギーを変換し、その高次元のエネルギーを人間の語彙の中へと下

降させる。これが情報伝達の仕組みであり、種族が五次元の平穏を達成するまで、すべての惑星で行われ

ていることなのだ。五次元の平穏が達成されたとき、セントラルサンからのコミュニケーションが直接的にリア

ルタイムで行われるようになる。セントラルサンは本質的に、光の教師へとテレパシー的なコミュニケーション

の経路を開いている。この経路によって、光の教師は過去と現在の次元というエネルギーの沼地にはまり込

んでいる一般大衆へと振動するエネルギーを送信することができるのである。 

 

惑星が次元の中を上昇するとき、現在の次元グリッドを次のレベルへと引き上げるため、セントラルサンとの



 

さらなる高次の接続が要求される。そして、これこそが「セントラルサンの教師」が「惑星の教師」に指導して

いることなのだ。光の教師のライトボディを活性化する様々なテクニックを通じて、その高次の接続が円滑に

進められる。ライトボディが活性化されることによって、光の教師はセントラルサンとの高次の接続を集合的

に創造できるようになるだろう。 

 

セントラルサンの光を吸い込んで、あなたの兄弟姉妹のために自分の愛の指紋を加えてあなたの魂のワー

クショップに行き、その高次元の光をワークショップと惑星へと解放するならば、あなたはそのシンプルな行

動によってセントラルサンとの高次の接続を創造している。あなた自身のためだけではなく、すべての者のた

めに。我々すべてが神の愛と、その愛に浸透している高次知性という同じ流れに乗ることによって、人類の

すべてが恩恵を受けることができるのだ。 

 

光の教師は、呼吸と鼓動の関係を再設計する機会が与えられ、グランド・セントラルサンから流れ出る高次

のユニバーサル・インテリジェンスと生命との接続として、そのリズミカルなエネルギーを感じることができる。

これを行うことで、あなたは自分自身を「大いなる目覚め」へと整合させ、高次の真実があなたの世界にダウ

ンロードされる。光と闇、双方のフォースに生きている人類は、多次元世界へと目覚めるだろう。そして、後に

は決して戻ることのない幻影のフィールドが残されるのである。 
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